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■ 認市Fき宮tたぶ林か●4tkき れた本llなど
の荏ll玄源の加 1製 品に,ゴ マークをW付 す

ることができます

そうすると'市喪イが訪塚村でつ くら4どた商

ⅢⅢという1:に イのぢの'とえる夕令な M占占を選

'(して脱人することう‖1来 るようになり そ
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高評価でした !

今いは ドSC(森 ll付理協議会)と いう世界的な機t段が  本独山の■打づくりのために↑

寸で行つている横服忍証客止資を 九州の代表格として諸塚村でも文施したものです。

火際の常 ft公と,1様のプログラムで行い 2 はJlr2()時P町かけて 公聡会 ,せ地討tt 車原
Ffrrを行いました
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民の平様にもその必要性を 十分に枚討していただまたいと思います.

すHほ中国EどコⅢJrttie

も ニ コ 刀 ■ば11"!Ⅲ  Ⅲ lll(6)

説明会
インタビユー

家代青年会
所有林の
現地調査

言源輩査
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Ⅲ県練凛め入菊力tlB加しているようです。有利
を加Iセ ンターに出喬してください。

Ⅲ市況は婁わりますので 充分浅恵して造材を
お日いします。
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